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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

本研究は、地下４００－７００km の沈み込み海洋プレートの挙動を、非平衡相転移と塑性流動間

のダイナミックな相互作用という新しい観点に立脚しつつ、高圧剪断変形場・相転移実験を行うこと

によって解明しようとするものである。 

実験に不可欠な部品の導入が遅れたことによって装置開発に若干遅れが生じたものの、その後の初

期的な実験において、オリビン－スピネル転移に伴う試料の軟化、AE 活動の上昇や、低温スラブ内

においてポストスピネルの二段階相転移が発生していることを示す有意義な研究成果を得ている。こ

れらの成果は国内外の学会において報告されているが、体系的にまとめた学術論文として未発表であ

ることから、この点について今後の努力が必要である。 


